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宗
像
の
志
士
、
早
川
勇
（
養
敬
）
が
、

月
形
洗
蔵
ら
筑
前
勤
王
党
の
同
志
や
薩

摩
藩
士
の
西
郷
隆
盛
（
吉
之
助
）
や
土
佐

藩
出
身
で
五
卿
の
随
従
者
で
も
あ
っ
た

中
岡
慎
太
郎
（
石
川
清
之
助
、
大
山
彦
太

郎
な
ど
変
名
）
ら
と
共
に
、
薩
長
和
解
や

五
卿
の
西
遷
の
周
旋
に
尽
力
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

早
川
勇
は
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年

十
二
月
四
日
に
西
郷
隆
盛
（
大
島
三
右
衛

門
）
と
中
岡
慎
太
郎
を
仲
介
し
て
、
豊
前

小
倉
で
対
面
さ
せ
て
い
ま
す
。
『
三
条
実

美
公
履
歴
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
中
岡
慎
太

郎
は
「
筑
前
人
・
寺
石
貫
夫
」
と
名
乗
り
、 

              早
川
勇
の
従
僕
と
し
て
西
郷
に
面
会
し
、

五
卿
の
西
遷
や
そ
の
処
遇
に
つ
い
て
談

判
し
、
真
意
を
確
か
め
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
中
岡
は
会
談
が
決
裂
す
れ
ば
西
郷
を

刺
殺
す
る
覚
悟
で
し
た
が
、
相
撲
談
義
に

も
花
を
咲
か
せ
、
お
互
い
の
人
物
や
志
に

感
服
し
意
気
投
合
し
た
よ
う
で
す
。 

  
 

  

ま
た
、
宗
像
に
は
、
早
川
勇
や
月
形
洗

蔵
の
知
遇
を
受
け
、
西
郷
隆
盛
な
ど
と
も

交
流
し
た
志
士
、
徳
重
正
雄
も
い
ま
す
。

徳
重
正
雄
は
、
古
く
は
宗
像
氏
の
家
臣
で

江
戸
時
代
は
徳
重
村
の
庄
屋
役
を
務
め

た
石
松
家
に
生
ま
れ
、
幼
き
頃
よ
り
向
学

心
が
あ
り
、
志
の
高
い
青
年
で
し
た
。
若

き
日
の
徳
重
正
雄
は
、
赤
間
宿
や
太
宰
府

に
滞
在
し
た
五
卿
・
三
条
実
美
公
と
も
交

流
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

『
宗
像
郡
誌
』、
上
妻
国
雄
『
宗
像
人
物

風
土
記
』、『
宗
像
史
話
伝
説
』
な
ど
郷
土

資
料
の
「
徳
重
正
雄
伝
」
に
よ
れ
ば
、
元

治
二
（
一
八
六
五
、
慶
応
元
）
年
一
月
～

二
月
、
赤
間
宿
の
御
茶
屋
に
滞
在
し
た
五

卿
の
給
仕
役
と
し
て
、
父
・
伴
六
と
共
に

召
し
出
さ
れ
て
一
首
の
和
歌
に
五
卿
と

の
邂
逅
の
感
懐
を
託
し
、
五
卿
の
一
人
、

三
条
実
美
公
に
勤
王
の
志
を
披
歴
（
ひ
れ

き
）
し
た
そ
う
で
す
。
後
日
、
太
宰
府
に

移
転
し
た
三
条
実
美
公
よ
り
絹
布
に
書

か
れ
た
和
歌
「
如
何
に
し
て
筑
紫
の
海
に

寄
る
波
の
千
重
の
一
重
に
君
に
つ
く
す

ぞ
」
を
御
礼
に
贈
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
こ

の
間
に
、
五
卿
・
三
条
実
美
公
や
早
川
勇

を
通
じ
て
、
五
卿
の
西
遷
の
周
旋
の
た
め

赤
間
宿
や
太
宰
府
な
ど
を
訪
れ
て
い
た

西
郷
隆
盛
に
知
遇
を
得
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。 

そ
の
後
、
徳
重
正
雄
は
筑
前
国
福
岡
藩

を
脱
藩
（
出
奔
：
し
ゅ
っ
ぽ
ん
）
し
、
鹿

児
島
に
遊
学
し
、
藩
校
造
士
館
に
入
学
し

ま
す
。
鹿
児
島
で
滞
在
中
は
西
郷
隆
盛
や

太
宰
府
で
の
五
卿
の
警
衛
や
周
旋
を
担

当
し
た
薩
摩
藩
士
、
大
山
綱
良
（
大
山
格

之
助
、
後
に
鹿
児
島
県
令
）
な
ど
と
も
交

流
し
、
藩
費
で
生
活
費
を
支
給
さ
れ
る
な

ど
破
格
の
待
遇
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
西
南
戦
争
の
際

は
、
西
郷
の
恩
義
に
報
い
る
た
め
、
平
岡

浩
太
郎
ら
同
志
と
福
岡
の
変
に
参
画
し

応
援
に
駆
け
付
け
よ
う
と
し
ま
す
が
、
事

前
に
露
見
し
、
大
阪
の
実
業
家
・
大
三
輪

長
兵
衛
家
に
潜
伏
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
徳
重
正
雄
は
、
大
三
輪
長
兵

衛
が
発
起
人
の
大
阪
第
五
十
八
銀
行
の

創
立
・
同
博
多
支
店
の
事
務
統
轄
や
条
約

改
正
を
議
題
と
す
る
有
志
会
議
「
筑
前
共

愛
会
」
へ
の
参
加
、
宗
像
郡
か
ら
福
岡
県

議
会
議
員
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
留
学
の
経
験
や
交
流
人
脈
を
活
か

し
、
国
際
人
と
し
て
大
き
く
飛
躍
し
ま
す
。

 

   

徳
重
正
雄
と
郷
土
の
先
輩
、
師
匠
で
も

あ
る
早
川
勇
と
の
交
流
は
明
治
維
新
後

も
続
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
早
川
勇
は
明

治
政
府
、
特
に
三
条
実
美
公
ら
の
招
請
で

東
京
に
移
住
し
、
元
老
院
書
記
官
な
ど
の

官
職
も
歴
任
し
ま
す
が
、
地
位
や
名
誉
、

理
財
を
求
め
ず
、
上
京
し
て
く
る
郷
土
出

身
学
生
へ
の
援
助
や
、「
宗
像
郷
友
会
」
の

結
成
・『
郷
友
雑
誌
』
の
創
刊
に
も
関
わ
り
、

後
進
・
人
材
育
成
や
育
英
事
業
に
力
を
注

い
で
い
た
よ
う
で
、
徳
重
正
雄
も
そ
の
支

援
を
受
け
て
い
ま
す
。 

徳
重
正
雄
は
、
晩
年
は
病
弱
で
療
養
生

幕
末
維
新
期
の
宗
像
と
志
士 

続 

早
川
勇
・
徳
重
正
雄
と
志
士
た
ち
の
邂
逅
（
か
い
こ
う
） 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
近
世
部
会
か
ら
～ 

早
川
勇
と
西
郷
隆
盛
、 

中
岡
慎
太
郎
と
の
交
流 

徳
重
正
雄
と
五
卿
、 
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回
で
「
幕
末
維
新
期
の
宗
像
と
志
士
、
早
川

勇
と
徳
重
正
雄
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
続
編
と
い
う
こ
と

で
、
幕
末
維
新
期
の
宗
像
の
画
期
で
あ
る
五
卿
の
西
遷
（
せ
い
せ
ん
）
に
つ
い
て
、

宗
像
の
志
士 

早
川
勇
・
徳
重
正
雄
と
五
卿
や
、
五
卿
の
西
遷
の
周
旋
（
し
ゅ
う

せ
ん
）
で
赤
間
宿
を
訪
れ
た
西
郷
隆
盛
や
中
岡
慎
太
郎
ら
志
士
た
ち
の
邂
逅
（
か

い
こ
う
）
と
彼
ら
の
交
流
や
奇
縁
に
つ
い
て
改
め
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
著
書
『
為
替

手
形 

約
束
手
形
条
例
註
釈 

完
』
（
明

治
十
六
年
・
一
八
八
三
年
刊
）
の
著
書
奥

付
に
は
「
早
川
勇
方
寄
留
」
と
あ
り
東
京

府
京
橋
区
三
十
間
堀
の
早
川
勇
邸
に
も

療
養
の
た
め
寄
寓
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
さ
に
二
人
は
、
生
涯
を
通
じ
た
師
弟
関

係
、
同
志
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

宗
像
高
校
の
同
窓
会
館
の
四
塚
会
館

に
は
宗
像
郷
土
館
に
由
来
す
る
郷
土
資

料
の
所
蔵
・
展
示
も
あ
り
、
早
川
勇
や
徳

重
正
雄
、
五
卿
関
連
の
資
料
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
赤
間
宿
の
「
街
道
の
駅 

赤
馬
館
」

に
は
早
川
勇
関
連
資
料
や
五
卿
の
和
歌

短
冊
な
ど
「
明
治
維
新
と
赤
間
宿
」
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
宗
像
の
幕
末
維
新

期
に
つ
い
て
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

早
川
勇
ゆ
か
り
の
吉
武
地
区
で
は
、

「
維
新
の
志
士 

早
川
勇
顕
彰
碑
」
が
あ

り
、
毎
年
七
月
に
「
早
川
勇
生
誕
祭
」
も

開
催
さ
れ
、
「
維
新
の
志
士
早
川
勇
先
生

顕
彰
会
」
や
「
よ
し
た
け
八
の
会
」、
吉
武

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
や
吉

武
自
治
会
な
ど
市
民
有
志
が
語
り
部
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
『
マ
ン
ガ

で
読
む 

維
新
の
志
士 

早
川
勇
伝
』
な

ど
郷
土
資
料
も
活
用
さ
れ
、
人
物
顕
彰
や

地
域
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

新
時
代
に
向
け
て
国
事
周
旋
に
奔
走
し

た
郷
土
の
人
物
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
人
物

誌
や
人
脈
の
系
譜
、
志
を
地
域
で
継
承
し
、

次
世
代
の
人
々
、
日
本
の
未
来
へ
伝
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

早
川
勇
や
徳
重
正
雄
な
ど
幕
末
維
新

期
の
宗
像
の
志
士
に
関
す
る
歴
史
資
料

や
郷
土
資
料
な
ど
の
情
報
を
、
新
修
宗
像

市
史
編
さ
ん
事
務
局
に
ぜ
ひ
お
寄
せ
下

さ
い
。 

（
近
世
部
会
長 

竹
川
克
幸
） 

         
 

             

                     

早川勇歌碑「国の為 ふかき心を つくしかた 

身はよせかえる 波にまかせて｣（吉武地区、元

内閣総理大臣 佐藤栄作書） 

（左から）野村和作・三条

実美・早川勇 集合写真  

（古川一男氏提供） 
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